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～「死ぬな」・「逃げろ」・「助けろ」～

西条市 経営戦略部 危機管理課

壬生川地区タウンミーティング
～地域防災対策～

令和元年11月28日（木）10：00～

内閣府「防災４．０」未来構想プロジェクト有識者提言（H28.6)より

いま、防災は、第４段階へ
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自助・共助・公助 意識の変化

自助・共助の役割が増大
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自助・共助の中心となる
自主防災組織の活性化

自主防災組織の地位・役割

自主防災組織とは、

災害対策基本法第5条2において規定されている、地域住民によ
る任意の防災組織です。

自主防災組織の地位・役割

「私」と「公」の隙間を埋めるコミュニティづくり「共」の原点であり、
「協働でいい町づくり」の中心となるべき組織です。
「行政」では、できない、やれない部分、「私（家庭）」だけでは、で
きない地域の安全にかかわる部分をカバーする組織です。
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自主防災組織の活性化のために

防災士資格取得者に求められること（平常時）

自助の強化、共助の促進のため

★自主防災組織の活性化

★つながりの深い地域内への防災知識の普及・啓発
▣自治会内での非常持出袋作成会

★住民一人一人の防災力の強化

★地域にあわせた防災訓練の企画・実行
▣公民館活動と連携した防災カフェや文化祭での展示

▣ＰＴＡと連携した防災キャンプの支援 等

≪地域防災力の強化・底上げ＝減災≫

１ 防災士の養成（防災士育成事業）
自主防災組織の核となる人材（防災リーダー）の充
実を図るため、各連合自治会から募集し、防災士資格
取得者を育成する。

自主防災組織の活性化のために

２ 防災説明会（出前講座）の実施
地域防災力を強化するため「自らの命は自ら守る」
という意識の涵養及び「住民主体の防災対策の必要性
・重要性」を広め、より多くの市民の理解と関心を深
めることを目的とする。

講座の内容例
・防災の基礎知識
・地震について
・風水害について
・防災訓練、ＤＩＧ，ＨＵＧ、タウンウォッチング等の提
案、企画、補助 など

今年度は、９０回実施しています。
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壬生川地区の指定緊急避難場所、指定避難所
※「指定緊急避難場所」と「指定避難所」では目的が異なります
また、災害の種類（地震、洪水等）によって指定が異なります

指定緊急避難場所

指 定 避 難 所

指 定 避 難 所 兼
指定緊急避難場所

地震の際の指定緊急避難場所
壬生川小学校グラウンド、大新田
公園、喜多台児童遊園
津波の際の指定緊急避難場所
壬生川小学校校舎・体育館、壬
生川公民館、北星会館
※津波と洪水の際に避難する場
合は、２階以上に避難してくださ
い。
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地域の力が試される被災後の生活

家は、大丈夫？

避難所運営の心得【地域や避難所利用者が主体的に運営します】
「避難所に行けば誰かが何とかしてくれる」という人ばかりでは、避難所は運営でき
ません。「できることは協力する」という人が多い避難所は、生活しやすい環境を作
ることができます。「誰かがなんとかしてくれる」と考える人が多い避難所は、不満
の多い避難生活が続きます。

●避難所運営の主な役割分担
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国難ともいわれる南海トラフ地震では、市内約１１０ヵ所の指定避難所の開設が必要になることも想定さ
れます。市災害対策本部では、多岐にわたる災害対応業務（下図参照）を行う必要があり、被災する職員も
予想されるため、派遣する職員も「数人」とならざるを得ません。

避難所で求められる
《より良いコミュニティの形成》

のためには

与えられた
ルール

みんなで決め
たルール

自分のことは自分で行う

みんなのことはみんなで行う

主体は避難所利用者自身です！

●主体的な運営の必要性【公助とその限界】

避難所は地域の被災者の支援拠点
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平成２５年６月に災害対策基本法が改正され、市町村の一定
の地区内の居住者及び事業者（地区居住者等）による自発的な
防災活動に関する「地区防災計画制度」が創設されました。
本制度は、市町村の判断で地区防災計画を市町村地域防災計

画に規定するほか、地居住者等が、市町村防災会議に対し、市
町村地域防災計画に地区防災計画を定めることを提案すること
ができる仕組み（計画提案）を定めています。

地区防災計画を作ろう！

地区防災計画の策定を通じて、自主防災組織や消防
団・水防団等これまでも地域で活動している人々に
加え、地区の住民や事業者が協力し、地区の防災力
向上に向けた実践的なルールをまとめ、共有するこ
とができる。

地区防災計画制度の全体像 のイメージ

この両者の計画が車の両輪のように
呼応することにより、防災面における
行政、コミュニティ、事業所等の協働
が可能となる。
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幅広い主体と自主防災組織の連携、校区を拠点とした活動

地区

防災計画

率先性

•地域の実情に即し
て考える

密着性

•何よりも自発的に
取り組む

連帯性

•みんなで力を合わ
せ展開する

日常性

•日常のコミュニ
ティ活動として展
開する

地区防災計画作成の考え方

◆地域の特性を反映しつつ地域の強みを生かした防災計画
◆自分ごととして感じられる手づくりの防災計画

地域の課題を具体化し、
解決方法を盛り込む
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計画提案の流れ

地域防災計画
の改訂事例

◯ 岩手県大槌町：
資料編として「計画
」を添付 (平成26年
3月改訂) 
◯ 兵庫県宝塚市：
新章（第２章）を追
加し、計画概要を掲
載 (平成28年6月改
訂) 

本部運営
訓練

ＤＩＧ（災害
図上訓練）

ＨＵＧ
（避難所

運営ゲーム）

クロス
ロード

給水
訓練

避難所
運営・
宿泊訓練

まちなか
訓練

炊き出し
訓練

防災ウォーク
ラリー

色々な防災訓練やイベント

防災
まち歩き

避難
訓練

想定した災害につい
て、地図上で災害対
応について話し合う

実際の街中を会
場として防災訓
練を実施する

災害時に発生する
様々な問題につい
て検討しあう

防災クイズに答え
ながら街中を歩き、
地域の防災につい
て学ぶ

地域を防災的な視
点から点検し、防
災マップを作製

防災
運動会

担架による荷物運
び競争や土のうづ
くり競争など、
「防災」の視点を
取り入れた運動会

他の訓練現場を見学することで、訓練の準備や進め方などの理解が深まります

「災害に強いコミュニティへ！」
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防災・減災について、行政との連携

建設的な議論
ができる

フラットな関係

✕依存しない ☞
☚ 押し付けない✕

◆防災説明会の開催
◆防災訓練や防災イベ
ントの企画・実施
◆防災に関する計画の
作成

◇資料の提供やアド
バイス
◇訓練・イベントの
支援
◇新しい情報の提供
◇新しい取り組みへ
の提案

自分たちの命は、自分たちで守る

正しく恐れ、
「日頃から備える」
「行動すること」

ことが重要です


